





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































磨に進撃すると、その留守中の十月十四日に朝廷 十月宣旨を発布した その内容は 東国の荘園・公領を元の荘園領主・国衙に回復させる一方、朝廷 源頼 の東国行政権 容認す いうものである。反乱軍として登場した頼朝の軍事体制が、そのまま朝廷の政治システムに包摂された
(
17)。双方にとって利のある提携であった





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































組織として運営され、密厳 は一貫して東密僧 よって師資相承された。鎌倉幕府が滅亡す 、別当の宗派が山門派・寺門派・真言派と流動化する一方、足利氏の拠点であった密厳院が走湯山全山 支配するようになった。
鎌倉幕府の宗教政策を解明するという最終目標からすれ
ば
、本稿が明らかにできたことは微少なものである
が、今後とも一歩ずつ着実に検討を進めてゆきたい。
注(
1)
拙稿⽛定豪と鎌倉幕府⽜(
大阪大学文学部日本史研究室編⽝古代中世の社会と国家⽞清文堂、一九九八年)
、同⽛鎌
(78) 309
倉
中
期
に
お
け
る
鎌
倉
真
言
派
の
僧
侶
ᴷ
良
瑜
・
光
宝
・
実
賢⽜(
⽝待
兼
山
論
叢⽞史
学
篇
四
三、二
〇
〇
九
年)
、同⽛鎌
倉
真
言
派
と
松
殿
法
印
ᴷ
良
基
と
静
尊⽜(
⽝京
都
学
園
大
学
人
間
文
化
研
究⽞三
五
号、二
〇
一
五
年)
、同⽛熱
田
大
宮
司
家
の
寛
伝
僧
都
と
源頼朝ᴷ瀧山寺・日光山・高野大鐘⽜(
⽝同⽞三八号、二〇一七年)
(
2)⽛永福寺別当次第⽜(
実相院文書二六箱一二六号)
(
3)
文覚について多くの論考があるが、とりあえず上横手雅敬⽝平家物語の虚構と真実⽞(
講談社、一九七三年)
、五味
文彦⽝平家物語、史と説話⽞(
平凡社、一九八七年)
、山田昭全⽛僧文覚略年譜考⽜(
⽝立教大学日本文学⽞一二、一九
六
三
年)
、同⽝文
覚⽞(
吉
川
弘
文
館、二
〇
一
〇
年)
、同⽛文
覚
略
年
譜
(増
訂
版)
⽜(
⽝山
田
昭
全
著
作
集⽞五
巻、お
う
ふ
う、
二〇一四年)
などを参照。
(
4)⽛文覚起請⽜(
黒田俊雄編⽝訳注日本史料
寺院法⽞真六二号、集英社、二〇一五年、
⽝平安遺文⽞四八九二号)
(
5)⽝吾妻鏡⽞養
和二年四月五日条・二十六日条
(
6)⽝伝燈広録⽞(
⽝続真言宗全書⽞三三巻四九四頁)
、⽛勧修寺慈尊院次第⽜(
東寺宝菩提院三密蔵聖教一三五函)
(
7)
武内孝善⽛理明房興然伝攷⽜(
⽝高野山大学論叢⽞一八、一九八三年)
(
8)
醍
醐
寺
本⽝伝
法
灌
頂
師
資
相
承
血
脈⽞(
⽝醍
醐
寺
文
化
財
研
究
所
研
究
紀
要⽞一
号、一
九
七
八
年)
、⽝真
言
付
法
本
朝
血
脈⽞
(⽝続
真
言
宗
全
書⽞二
五
巻
一
四
頁)
、東
寺
観
智
院
金
剛
蔵⽝真
言
付
法
血
脈
図⽞(
湯
浅
吉
美
翻
刻、
⽝成
田
山
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要⽞二九号、二〇〇六年)
、⽝血脈類集記⽞(
⽝真言宗全書⽞三九巻一五五頁)
(
9)⽛高
山
寺
明
恵
上
人
行
状
(漢
文
行
状)
⽜(
⽝明
恵
上
人
資
料⽞第
一、九
四
頁)
。⽛勧
修
寺
流
血
脈⽜(
⽝同⽞第
二、一
一
三
二
頁
・
一一三八頁)
、⽛却温神呪経口伝⽜奥書(
⽝高山寺経蔵典籍文書目録⽞第四部九一函二号一八、以下⽝高山寺目録⽞と略
称)
。また、前川健一⽝明恵の思想史的研究⽞三八頁・七一頁(
法蔵館、二〇一二年)
を
参看されたい。
(
10)⽝愚管抄⽞巻六(
日本古典文学大系、二七九頁)
(
11)⽛永福寺別当次第⽜
実相院文書二六箱一二六号)
(
12)⽝平家物語⽞巻五(
新日本古典文学大系、上二九〇頁)
、⽝梁塵秘抄⽞(
同、八五頁)
鎌倉真言派の成立
(79)308
(
13)⽝愚
管
抄⽞巻
六
(日
本
古
典
文
学
大
系、二
七
九
頁)
。文
覚
は
伊
豆
に
配
流
さ
れ
る
際
に⽛三
十
箇
日
断
食⽜(
⽛文
覚
起
請⽜
)を
行
ったし、藤原秀衡の調伏祈禱でも三七日の⽛断食⽜を行った(
⽝吾妻鏡⽞養和二年四月二十六日条)
。
(
14)⽝愚管抄⽞巻六(
日本古典文学大系、二七九頁)
、⽝吾妻鏡⽞文治二年正月三日条
(
15)⽝玉葉⽞養和元年八月一日条、十月二十七日条、
⽝吾妻鏡⽞養和元年八月十三日条。この時期の政治情勢については、
河内祥輔⽝頼朝の時代⽞(
平凡社、一九九〇年)
、川合康⽝源平の内乱と公武政権⽞(
吉川弘文館、二〇〇九年)
を参看
した。
(
16)⽝玉葉⽞寿永元年十一月十七日条
(
17)⽝玉
葉⽞寿
永
二
年
九
月
二
十
五
日
条、十
月
一
日
条
・
二
日
条
・
四
日
条
・
八
日
条
・
九
日
条。十
月
宣
旨
に
つ
い
て
は、佐
藤
進
一⽛寿
永
二
年
十
月
の
宣
旨
に
つ
い
て⽜(
同⽝日
本
中
世
史
論
集⽞岩
波
書
店、一
九
九
〇
年)
、上
横
手
雅
敬⽛寿
永
二
年
十
月
宣
旨⽜(
同⽝日本中世政治史研究⽞
塙書房、一九七〇年)
などを参照。
(
18)
塩原浩⽛三左衛門事件と一条家⽜(
⽝立命館文学⽞六二四号、二〇一二年)
(
19)
横
山
和
弘⽛鎌
倉
幕
府
成
立
期
の
頼
朝
と
護
持
僧
性
我⽜(
⽝鎌
倉
遺
文
研
究⽞一
三
号、二
〇
〇
四
年)
、山
田
昭
全⽛上
覚
・
千
覚
と⽝玄玉集⽞の撰者⽜
⽛上覚・千覚と仁和寺和歌圏⽜(
⽝同著作集⽞五巻)
、同⽛千覚略伝⽜(
同⽝文覚⽞
)
(
20)
年欠十一月三十日行慈書状(
⽝鎌倉遺文⽞三三二六号)
(
21)⽝愚管抄⽞巻五(
日本古典文学大系、二五二頁)
(
22)⽛孔雀経法⽜奥書(
⽝高山寺目録⽞第四部一七二函三ᴷ一五)
(
23)
尊
実
に
つ
い
て
は、
⽝法
琳
寺
別
当
補
任⽞(
⽝続
群
書
類
従⽞第
四
輯
下、五
五
四
頁)
、⽝先
徳
略
名
口
决⽞(
⽝同⽞第
二
八
輯
下、
三
七
九
頁)
、⽝血
脈
類
集
記⽞(
⽝真
言
宗
全
書⽞三
九
巻
一
二
〇
頁
・
一
二
六
頁
・
一
五
三
頁)
、醍
醐
寺
本⽝伝
法
灌
頂
師
資
相
承
血
脈⽞(
⽝醍
醐
寺
文
化
財
研
究
所
研
究
紀
要⽞一
号、九
四
頁)
、仁
和
寺
本⽝真
言
伝
法
灌
頂
師
資
相
承
血
脈⽞(
⽝名
古
屋
大
学
比
較
人
文
学
研
究
年
報
仁
和
寺
資
料⽞第
四
集、四
九
頁
・
五
二
頁)
、⽝究
竟
僧
綱
任⽞(
横
内
裕
人⽝日
本
中
世
の
仏
教
と
東
ア
ジ
ア⽞塙
書
房、一
六
六
頁)
、⽝兵
範
記⽞嘉
応
二
年
五
月
二
十
五
日
条、
⽝玉
葉⽞承
安
二
年
正
月
七
日
条、安
元
二
年
十
二
月
十
八
日
条、治
(80) 307
承
五
年
六
月
二
十
日
条、
⽝東
寺
長
者
補
任⽞承
安
二
年
条
(⽝続々
群
書
類
従⽞第
二、五
五
四
頁)
を
参
照。
⽝究
竟
僧
綱
任⽞の
史
料
的性格については、拙稿⽛大伝法院座主職と高野紛争⽜(
山岸常人編⽝歴史のなかの根来寺⽞勉誠出版、二〇一七年)
で検討を加えた。
(
24)⽝玉葉⽞元暦元年八月十八日条・二十一日条、
⽝吾妻鏡⽞文治元年八月三十日条、九月三日条、十月二十四日条、文
治二年正月八日条、
⽛大仏頂如来放光悉怛他鉢怛囉陀羅尼⽜
⽛大随求陀羅尼経⽜奥書(
⽝大日本史料⽞第四編一六、一九
七頁)
、⽛中論⽜奥書(
⽝高山寺目録⽞第二部八ᴷ三)
(
25)⽝孔雀経音義⽞下巻奥書(
⽝高山寺目録⽞第一部二三三)
(
26)
横山和弘⽛鎌倉幕府成立期の頼朝と護持僧性我⽜(
⽝鎌倉遺文研究⽞一三号)
(
27)
仁和寺蔵⽝真言伝法灌頂師資相承血脈⽞(
⽝名古屋大学比較人文学研究年報
仁和寺資料⽞第四集、五一頁)
、⽝東宝
記⽞(
⽝続々群書類従⽞第一二、一〇頁)
(
28)
源頼
朝が征夷大将軍に任じられるのは一年後の建久三年七月であるが、便宜的に⽛将軍護持僧⽜と呼んでおく。
(
29)
拙稿⽛定豪と鎌倉幕府⽜(
⽝古代中世の社会と国家⽞
)、同⽛鎌倉山門派の成立と展開⽜(
⽝大阪大学大学院文学研究科
紀
要⽞四
〇
巻、二
〇
〇
〇
年)
、同⽛鎌
倉
寺
門
派
の
成
立
と
展
開⽜(
⽝同⽞四
九
巻、二
〇
〇
九
年)
、⽛園
城
寺
伝
法
血
脈⽜五
三
行暁(
東京大学史料編纂所写真版)
(
30)
年月日欠法助置文案(
⽝鎌倉遺文⽞一五一四五号)
(
31)
年欠二 二十四日源頼朝書状(
⽝鎌倉遺文⽞一〇二七号)
(
32)
仁和寺蔵⽝真言伝法灌頂師資相承血脈⽞(
⽝名古屋大学比較人文学研究年報
仁和寺資料⽞第四集、五一頁)
(
33)⽝神
護
寺
略
記⽞(
⽝高
尾
山
神
護
寺
文
書
集
成⽞四
三
六
頁)
、後
白
河
法
皇
神
護
寺
御
幸
記
(⽝同⽞三
四
号)
、建
久
元
年
六
月
二
十
六日太政官牒、建久元年十一月二十五日道法法親王阿闍梨解文、建久元年十二月二十五日太政官牒、建久二年三月十六日太政官
牒、建久二年四月三十日太政官牒(
⽝同⽞三六号～四〇号)
(
34)
建久三年八月二十七日守覚法親王御教書(
⽝鎌倉遺文⽞六一三号)
鎌倉真言派の成立
(81)306
(
35)
元弘二年二月十二日備中吉備津宮政所年貢送文(
⽝鎌倉遺文⽞三一六七九号)
、⽝吾妻鏡⽞建久四年十一月二十八日条、
建久五年八月十九日条、建仁三年十月二十日紀伊国司庁宣(
⽝鎌倉遺文⽞一三九三号)
(
36)
建久三年十一月五日東寺金堂柱損色注文(
⽝鎌倉遺文⽞六三六号)
、⽝玉葉⽞建久四年四月九日条・十二日条
(
37)
横
山
和
弘⽛鎌
倉
幕
府
成
立
期
の
頼
朝
と
護
持
僧
性
我⽜(
⽝鎌
倉
遺
文
研
究⽞一
三
号)
。こ
こ
で、佐々
木
馨
氏
の
東
国
仏
教
独
立
論にコメントしておこう。頼朝の配下には、上総介広常に代表されるような東国国家独立派と、文覚に代表されるような朝廷との協調派の二派が存した。東国国家独立の方向性からすれ
ば
、頼朝が鎌倉に独自の戒壇を設立して、東国
仏教界を自立させる可能性も皆無ではなかった。とはいえ、頼朝にとって重要なのは、何よりも東国の軍事的統一であって、仏教政策は二の次であった。頼朝が東国支配を安定させることができたのは
、寿永二年(
一一八三)
二月の志
田義広・藤姓足利氏の反乱を鎮圧してからであり、十月宣旨の八ケ月前 過ぎない。となれ
ば
、戒壇独立の可能性は、
寿永二年二月から十月までしかなかった。しか 東国戒壇の設立は、顕密仏教界との全面対決を覚悟しなけれ
ば
なら
ず、朝廷の反発も必至である。この時点での戒壇独立は頼朝の政治的選択肢を狭める危険性が高く、そのため政治課題として浮上することがなかった また、内乱終結後は、頼朝は東大寺・東寺・金剛峯寺など顕密寺院の再建に積極的に関与 おり、東国国家独立や戒壇独立はもはや政治目標とはなり得ない。結局、東国での戒壇独立や東国仏教の自立は、頼朝の政治課題とはならなかったのである。
(
38)⽝吾妻鏡⽞寿永元年九月二十日条・二十三日条、
⽝日光山列祖伝⽞(
⽝栃木県史
史料編中世四⽞
)、拙稿⽛熱田大宮司
家の寛伝僧都と源頼朝⽜(
⽝京都学園大学
人間文化研究⽞三八号)
(
39)⽝吾妻鏡⽞養和二
年四月五日条
(
40)⽛真言付法血脈図⽜(
⽝成田山仏教研究所紀要⽞二九号、湯浅吉美翻刻)
(
41)
東寺観智院金剛蔵聖教⽛具支日記〈応長元五月〉
⽜(
佐藤愛弓⽝中世真言僧の言説と歴史認識⽞二〇一頁、勉誠出版、
二〇一五年)
(
42)⽛永福寺別当次第⽜(
実相院文書、二六箱一二六号)
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(
43)⽝吾妻鏡⽞文治五年十二月九日条、建久二年二月十五日条、建久三年六月十三日条、十一月二十五日条
(
44)
建久二年十二月十一日源頼朝御教書案(
⽝鎌倉遺文⽞五六七号)
(
45)⽝吾妻鏡⽞文治元年九月三日条、十月二十四日条
(
46)
本
主
的
門
首
に
つ
い
て
は
拙
稿⽛青
ẃ
院
の
門
跡
相
論
と
鎌
倉
幕
府⽜(
⽝延
暦
寺
と
中
世
社
会⽞法
蔵
館、二
〇
〇
四
年)
、慈
円
・
隆海・定豪についてはそれぞれ、拙著⽝鎌倉仏教と専修念仏⽞四一八頁(
法蔵館、二〇一七年)
、拙稿⽛大伝法院座主
職と高野紛争⽜(
⽝歴史のなかの根来寺⽞
)、同⽛定豪と鎌倉幕府⽜(
⽝古代中世の社会と国家⽞
)を参照。顕密仏教界にお
ける本主のこうした在り方は、院と天皇、大殿と摂政・将軍との関係に近似している。
(
47)⽝吾
妻
鏡⽞文
治
二
年
正
月
八
日
条、建
久
二
年
九
月
三
日
条、建
久
三
年
四
月
四
日
条、四
月
二
十
八
日
条、建
久
五
年
閏
八
月
八
日条
(
48)⽝吾妻鏡⽞建久四年三月十三日条
(
49)
根
立
研
介⽝運
慶
⽞九
九
頁
(ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房、二
〇
〇
九
年)
、新
見
康
子⽝東
寺
宝
物
の
成
立
過
程
の
研
究⽞四
三
〇
頁
(思
文
閣出版、二〇〇八年)
(
50)⽛真
言
付
法
血
脈
図⽜(
⽝成
田
山
仏
教
研
究
所
紀
要⽞二
九
号、湯
浅
吉
美
翻
刻)
、⽝真
言
付
法
本
朝
血
脈
図⽞(
⽝続
真
言
宗
全
書⽞
二
五
巻
一
五
頁)
、⽛転
法
輪
菩
薩
摧
魔
怨
敵
法⽜奥
書
(⽝高
山
寺
目
録⽞第
四
部
一
一
五
函
二
九)
、⽛後
七
日
私
記〈仁
平
三
年〉
⽜奥
書(
⽝同⽞第一部一三五函)
(
51)⽝神護寺略記⽞(
⽝高尾山神護寺文書集成⽞四四八頁)
。ただし⽝神護寺略記⽞は二天像を建久七年に中門に安置され
た
と
す
る
が、
⽝東
宝
記⽞(
⽝続々
群
書
類
従⽞第
一
二、七
頁)
と⽝覚
禅
鈔⽞(
⽝大
日
本
仏
教
全
書⽞第
五
〇
巻
二
三
一
二
頁)
は
建
久九年で東門とする。
(
52)
特別展図録⽝運慶⽞(
神奈川県立金沢文庫、二〇一一年)
、⽝東宝記⽞(
⽝続々群書類従⽞第 二、一五頁)
(
53)⽝東宝記⽞(
⽝続々群書類従⽞第一二、一二頁)
。なお⽝東宝記⽞の記事については、
⽝
国宝東宝記原本影印⽞(
東京美
術、一九八二年)
で確認した。
鎌倉真言派の成立
(83)304
(
54)
横
山
和
弘⽛鎌
倉
幕
府
成
立
期
の
頼
朝
と
護
持
僧
性
我⽜(
⽝鎌
倉
遺
文
研
究⽞一
三
号)
。性
我
の
記
録
を⽝東
宝
記⽞は⽛性
我
阿
闍梨記⽜と呼び、①⽛東寺講堂御仏所被籠御舎利員数⽜は⽛専覚房阿闍梨〈性我〉
⽜の⽛端日記⽜と記している。
(
55)
一九九四年に東寺講堂の金剛宝菩薩像の頭部に
Ｘ
線透過撮影を行ったところ、仏舎利を納めた筒が確認されている。
これら東寺講堂の二一仏については、新見康子⽝東寺宝物の成立過程の研究⽞五二頁を参照。
(
56)⽝東
寺
長
者
補
任⽞建
久
九
年
条
は⽛文
覚
流
罪、諸
尊
奉
𦗺𦗺動
故
歟⽜と
し、
⽝同⽞元
久
二
年
条
で
も、奉
行
藤
原
長
房
が⽛講
堂
の仏像を戻す時に文覚らが配置を間違ったのではないか⽜と調査に入り、それが誤解であったことが分かったという(⽝続々群書類従⽞第二、五六六頁・五六九頁)
。
(
57)⽝吾妻鏡⽞正治元年五月十七日条、正治二年三月二十九日条
(
58)⽝伊
呂
波
字
類
抄⽞(
⽝校
刊
美
術
史
料
寺
院
編⽞上、一
八
六
頁)
、⽝
相
模
集⽞(
⽝新
編
国
歌
大
観⽞第
三
巻
三
五
五
頁
・
八
九
六
頁)
、⽝新
猿
楽
記⽞(
日
本
思
想
大
系⽝古
代
政
治
社
会
思
想⽞一
四
八
頁)
、⽝梁
塵
秘
抄⽞(
新
日
本
古
典
文
学
大
系、八
八
頁)
、伊
豆
山
神
社
出
土
経
筒
銘
(⽝平
安
遺
文
金
石
文
編⽞一
八
九
号)
。走
湯
山
に
つ
い
て
は、貫
達
人⽛伊
豆
山
神
社
の
歴
史⽜(
⽝三
浦
古
文
化⽞三
〇
号、一
九
八
一
年)
、鷲
塚
泰
光⽛伊
豆
山
神
社
木
造
男
神
立
像
考⽜(
⽝同⽞三
〇
号)
、安
藤
孝
一⽛伊
豆
山
神
社
の
経
塚⽜(
⽝同⽞三〇号)
、⽝静岡県史
通史編⽞一、二などを参照。
(
59)⽝走
湯
山
縁
起⽞(
⽝群
書
類
従⽞第
二
輯
三
一
五
頁)
。同
縁
起
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は、鴨
志
田
美
香⽛
⽝走
湯
山
縁
起⽞に
つ
い
て⽜(
⽝昭和女子大学生活機構研究科紀要⽞七、一九九八年)
を参照。
(
60)⽝吾妻鏡⽞治承四年八月十八日条、
⽝念仏往生伝⽞(
日本思想大系⽝往生伝
法華験記⽞七〇六頁)
(
61)
元徳三年十月十一日日興譲状(
⽝鎌倉遺文⽞三一五二〇号)
(
62)⽝走湯山縁起⽞(
⽝群書類従⽞
第二輯三二一頁)
(
63)
田辺旬⽛鎌倉幕府二所詣の歴史的展開⽜(
⽝ヒストリア⽞一九六号、二〇〇五年)
、同⽛鎌倉幕府の二所詣と箱根山⽜
(特別展図録⽝二所詣⽞箱根神社、二〇〇七年)
。このほか、
⽝静岡県史
通史編⽞二ᴷ一八七頁(
永村眞氏執筆、一九
九
七
年)
、岡
田
清
一⽛鎌
倉
幕
府
と
二
所
詣⽜(
同⽝鎌
倉
幕
府
と
東
国⽞続
群
書
類
従
完
成
会、二
〇
〇
六
年)
、菊
地
晋
介⽛鎌
倉
(84) 303
初期の走湯山と二所詣⽜(
⽝神道宗教⽞二二五、二〇一二年)
、関口崇史⽛摂家将軍期における二所詣⽜(
阿部猛編⽝中
世
政
治
史
の
研
究⽞日
本
史
史
料
研
究
会、二
〇
一
〇
年)
、矢
田
美
保
子⽛二
所
詣
の
参
詣
形
態
か
ら
探
る
鎌
倉
幕
府
に
お
け
る
将
軍
と執権の攻防⽜(
⽝歴史民俗資料学研究⽞一八、二〇一三年)
を参照。なお、
⽝吾妻鏡⽞建仁四年正月十八日条は⽛鶴岡
別
当
阿
闍
梨
尊
暁、為
𥿜𥿜将
軍
家
御
祈
禱
𩻄𩻄
進
𥿜𥿜発
二
所
𩻄𩻄
江
馬
四
郎
主
為
𥿜𥿜奉
幣
御
使
𩻄𩻄
同
参
給⽜と
あ
り、こ
の
記
事
か
ら
尊
暁
と
北
条義時をこの時の奉幣使と解する研究が多い。しかし、記事にあるように、奉幣使はあくまで北条義時であり、鶴岡別
当
尊
暁
は
二
所
で
将
軍
祈
禱
を
行
う
た
め
に
同
時
派
遣
の
形
と
な
っ
た
だ
け
で
あ
る。
⽝吾
妻
鏡⽞嘉
禎
四
年
正
月
九
日
条
で
も、九
条頼経が二所詣に出発した際に、経供養の導師として隆弁を伴っている。幣帛を捧げる二所詣と、二所での仏教祈禱を混同すべきではない。
(
64)⽝吾妻鏡⽞仁治元年七月二十六日条
、正嘉二年三月一日条、文応元年十一月二十七日条
(
65)⽝吾妻鏡⽞安貞二年七月十七日条
(
66)
貞永元年七月十日幕府評定衆連署起請文(
⽝鎌倉遺文⽞四三四一号)
(
67)⽛走湯山上下諸堂目安⽜(
東京大学史料編纂所謄写本)
、⽝吾妻鏡⽞承久元年九月八日条、嘉禄二年十二月二十九日条、
安貞二年二月三日条、
⽝見聞私記⽞(
⽝群書類従⽞第三〇輯上、七六頁)
、続史料大成⽝武家年代記裏書⽞永仁三年三月
八日条
(
68)
嘉元四年九月七日関東下知状(
⽝鎌倉遺文⽞二二七二二号)
、弘安二年五月九日六波羅御教書案(
⽝同⽞一三五八六号)
、
永仁六年十月十日播磨大部荘百姓等申状案(
⽝同⽞一九八四八号)
、文保元年九月十二日(
⽝同⽞二六三六四号)
、岡田清
一⽛鎌倉幕府と伊豆走湯山⽜(
⽝鎌倉⽞五九号、一九八九年)
。関東御公事については、安田元久⽛
⽝関東御公事⽞考⽜
(⽝御
家
人
制
の
研
究⽞吉
川
弘
文
館、一
九
八
一
年)
、清
水
亮⽛鎌
倉
幕
府
御
家
人
役
賦
課
制
度
の
展
開
と⽝関
東
御
領⽞
⽜(
同⽝鎌
倉
幕
府
御
家
人
制
の
政
治
史
的
研
究⽞校
倉
書
房、二
〇
〇
七
年)
を
参
照。特
に、走
湯
山
が
鶴
岡
八
幡
宮
・
勝
長
寿
院
・
永
福
寺
・
大慈寺・六条八幡宮とともに御家人役によって造営されたことについては、七海雅人⽝鎌倉幕府御家人制の展開⽞二〇三頁(
吉川弘文館、二〇〇一年)
を参照。
鎌倉真言派の成立
(85)302
(
69)⽝吾妻鏡⽞文治三年七月二十七日条。
⽛走湯山上下諸堂目安⽜(
東京大学史料編纂所謄写本)
によれ
ば
、走湯山の再建
は⽛伊豆大尼御分トシテ御造進
(ママ)被也、承久元年二位家御分、安貞二年竹御所御分⽜とある。残念ながら⽛伊豆大尼⽜
が誰なのか、特定することができないが、これらの記事によれ
ば
、北条政子や竹御所らが走湯山造営の責任者となり、
源延 ⽛御代官⽜の⽛勧進上人⽜となって造進したことになる。これまで、北条政子と竹御所の二所詣が注目されてきたが、それは走湯山造営における二人の役割を併せ考慮したうえで、論じる必要があるだろう。走湯山と二人との関係は、御台所としてよりは、源氏将軍家の後継者として捉えるのが適切である。田辺旬⽛鎌倉幕府二所詣の歴史的展
開⽜(
⽝ヒ
ス
ト
リ
ア⽞一
九
六
号)
お
よ
び
金
永⽛摂
家
将
軍
期
に
お
け
る
源
氏
将
軍
観
と
北
条
氏⽜(
⽝同⽞一
七
四
号、二
〇
〇
一
年)
を参照。
(
70)⽝吾妻鏡⽞治承四年十月十二日
条、養和元年十月六日条、建久四年二月七日条
(
71)⽝吾妻鏡⽞治承五年八月二十九日条、文治三年四月二日条、建久二年正月八日条
(
72)⽝吾妻鏡⽞建久三年 月 日条
(
73)⽛鶴岡八幡宮一切経并両界曼荼羅供養記案⽜(
⽝鎌倉市史
史料編一⽞六一号)
、⽝吾妻鏡⽞承久三年五月二十六日条、
弘長元年二月二十日条
(
74)⽛走湯山上下諸堂目安⽜(
東京大学史料編纂所謄写本)
(
75)⽝吾
妻
鏡⽞治
承
四
年
七
月
五
日
条、八
月
十
七
日
条、伊
豆
密
厳
院
別
当
職
管
領
文
書
(⽝大
日
本
古
文
書
醍
醐
寺
文
書⽞二
九
四
一号、以下⽝醍醐寺文書⽞と略記)
(
76)
伊
豆
密
厳
院
寺
領
目
録
(⽝醍
醐
寺
文
書⽞二
九
三
七
号)
。相
田
二
郎⽛伊
豆
走
湯
山
領
相
模
国
柳
下
郷
に
関
す
る
古
文
書⽜(
⽝歴
史
地理⽞八二ᴷ二、一九四三 )
を参照。
(
77)
嘉
禄
三
年
二
月
十
二
日
藤
原
頼
経
袖
判
下
文
(⽝鎌
倉
遺
文⽞三
五
七
一
号)
、寛
元
元
年
五
月
二
十
八
日
後
嵯
峨
天
皇
綸
旨
案
(⽝醍
醐
寺文書⽞一七八六 )
(
78)
伊豆密厳院別当職
管領文書(
⽝醍醐寺文書⽞二九四一号)
。ここで密厳院別当覚意について触れておこう。
⽛伊豆国密
(86) 301
厳
院
院
務
次
第⽜に
み
え
る⽛覚
意〈越
後
僧
都、東
寺〉
⽜に
つ
い
て
は、嘉
禄
三
年
(一
二
二
七)
の
将
軍
九
条
頼
経
袖
判
下
文
(⽝鎌
倉遺文⽞三五七一号)
で、
⽛法眼覚与⽜から⽛越後房覚意⽜への密厳院相承が安堵されているが、これ以外に覚意の記
事を確認することができない。ところが⽝血脈類集記⽞に、足利泰氏の子である覚玄・覚海に伝法灌頂を授けた寛位兵
部
卿
法
印
と
い
う
僧
侶
が
登
場
す
る
(⽝真
言
宗
全
書⽞三
九
巻
一
七
六
頁
・
一
八
四
頁
・
二
三
八
頁
・
二
五
九
頁)
。密
厳
院
別
当
職
は覚意ᴷ覚玄ᴷ覚海と相承されているので、覚意と寛位は同一人物とみてよかろう。そこでその経歴をまとめると、次
の
よ
う
に
な
る。寛
位
(覚
意、一
一
八
二
～
񩀢񩀢
)の
出
身
は
不
明。公
名
は
越
後
と
兵
部
卿。承
元
三
年
(一
二
〇
九)
、建
暦
三
年
(一
二
一
三)
に
仁
和
寺
大
聖
院
で
聖
教
を
書
写
し
(⽝神
奈
川
県
史
資
料
編⽞一
ᴷ
四
六
一
号
・
五
〇
九
号)
、建
保
四
年
(一
二
一
六)
に
ẃ
顕
よ
り
伝
法
灌
頂
を
う
け
た。そ
の
後、鎌
倉
に
移
っ
て
嘉
禄
三
年
に
覚
誉
(覚
与)
か
ら
密
厳
院
を
譲
ら
れ、寛
元
元
年
(一
二
四
二)
には後嵯峨天皇より一国平均役を免除する綸旨を得た(
⽝醍醐寺文書⽞一七八六号)
。寛元三年五月、六月に道慶大
僧正を中壇として九条頼経・将軍頼嗣のための五壇法が行われたが、寛位はそこで金剛夜叉法を勤修している(
⽝五壇
法日記⽞
〈⽝続群書類従⽞第二六輯上、九〇頁〉
)。正嘉二年(
一二五八)
の勝長寿院供養に請定され、職衆三十口の一人
に⽛権
少
僧
都
寛
位⽜と
見
え
る
し
(⽝吾
妻
鏡⽞同
年
六
月
四
日
条)
、弘
長
元
年
(一
二
六
一)
の
辛
酉
御
祈
で
は
八
字
文
殊
護
摩
を
修
し
た。建
長
三
年
(一
二
五
一)
に
定
祐
三
河
阿
闍
梨
に
鎌
倉
二
階
堂
勝
福
寺
で
伝
法
灌
頂
を
授
け
た
の
を
は
じ
め
と
し
て、康
元
元
年
(一二五六)
には覚玄大夫律師に、弘長三年には覚海右馬頭阿闍梨、善覚卿阿闍梨に伝法灌頂を授けている。密厳院別
当覚兼については注(
81)を参照されたい。
(
79)⽝太
平
記⽞巻
一
〇
(日
本
古
典
文
学
大
系、一
ᴷ
三
一
九
頁)
、元
弘
三
年
九
月
十
四
日
足
利
尊
氏
御
判
御
教
書
写
(⽝静
岡
県
史
資
料編⽞六ᴷ一五号)
、建武四年七月四日足利尊氏御教書案(
⽝醍醐寺文書⽞三六九六号)
、⽝尊卑分脈⽞第三篇二六三頁。
顕潤は、元弘三年(
一三三三)
九月に密厳院別当に補任されて以後の事蹟が不明である。具海は内大臣中院通顕の息と
思
わ
れ
る
が、
⽛内
供⽜と
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
な
の
で、若
年
で
別
当
に
就
任
し
て
早
世
し
た
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う。顕
潤
に
つ
い
て
は、拙稿⽛鎌倉山門派の成立と展開⽜(
⽝大阪大学大学院文学研究科紀要⽞四〇巻)
を参照。
(
80)
貞和二年隆舜上洛人馬注文(
⽝醍醐寺文書⽞二九三五号)
、伊豆密厳院別当職管領 (
⽝同⽞二九四一号)
、伊豆密厳
鎌倉真言派の成立
(87)300
院別当職文書案(
⽝同⽞二九四四号)
、応永二十四年九月日伊豆密厳院雑掌栄快申状案(
⽝同⽞二九四六号)
、伊豆密厳院
別当職文書案(
⽝同⽞三二九二号)
、年月日欠隆源置文土代(
⽝同⽞三六九六号)
、応永六年九月五日鎌倉公方足利満兼書
状
(⽝静
岡
県
史
資
料
編⽞五
ᴷ
一
二
四
六
号)
、⽛園
城
寺
伝
法
血
脈⽜一
三
四
乗
基
(東
京
大
学
史
料
編
纂
所
写
真
版)
、⽝鶴
岡
八
幡
宮寺社務職次第⽞(
⽝神道大系
神社編二〇
鶴岡⽞一五二頁)
。⽝系図纂要⽞三巻一六七頁も隆舜を⽛走湯山別当⽜と
す
る。な
お、永
村
眞⽛醍
醐
寺
報
恩
院
と
走
湯
山
密
厳
院⽜(
⽝静
岡
県
史
研
究⽞六
号、一
九
九
〇
年)
は、南
北
朝
・
室
町
時
代
に
醍醐寺報恩院院主に数多く発給された密厳院別当職補任状には実効性がなく、実際に走湯山経営に関与したのは隆舜だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た。た
だ
し
永
村
氏
は
乗
基
に
つ
い
て
は、不
明
と
し
て
い
る。ま
た、
⽝醍
醐
寺
文
書⽞三
二
九
二号は⽛一心院僧正⽜を⽛隆舜カ⽜とするが、これは乗基の
誤りである。
(
81)
密厳院別当は覚玄から顕潤まで足利一門で相承されたが、唯一の例外が覚兼である。覚海から密厳院を相承した覚
兼
に
つ
い
て、
⽛伊
豆
国
密
厳
院
院
務
次
第⽜は⽛大
納
言、東
寺、安
野
法
印、四
条⽜と
記
し
て
い
る
が、こ
れ
以
外
に
関
連
資
料
が
確
認
で
き
な
い。と
こ
ろ
が、
⽝血
脈
類
集
記⽞に
よ
れ
ば
、弘
安
十
年
(一
二
八
七)
に
覚
海
が
覚
典
な
る
人
物
に
伝
法
灌
頂
を
授
け
ており、その覚典を⽛大納言、権律師、冷泉三位顕茂息⽜と記す。ここに登場する冷泉顕茂は四条(
冷泉)
隆房の玄孫
で
あ
り、従
三
位
冷
泉
顕
成
(񩀢񩀢
～
一
二
九
六)
の
子
で
あ
る。し
か
も⽝贈
僧
正
宥
範
発
心
求
法
縁
起⽞に
よ
れ
ば
、嘉
元
三
年
(一
三
〇
五)
に
宥
範
は、走
湯
山
の
妙
静
上
人
宥
祥
か
ら⽛密
厳
院
別
当
阿
野
覚
典
僧
正⽜に
密
教
を
初
歩
か
ら
教
授
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
る。以
上
か
ら
す
れ
ば
、覚
兼
と
覚
典
は
同
一
人
物
で
あ
り、
⽛覚
兼⽜は⽛覚
典⽜の
誤
記
で
あ
る
可
能
性
が
高
い。大
納
言
の
公
名についていうと、彼の一族には四条隆衡・隆行や隆
親・隆顕・房名など大納言の経験者が豊富なので、覚典は彼ら
の猶子 なったと考えられる。とはいえ、足利一門による密厳院相承に割り込むには、かなり強力な俗縁が必要となる。そこで注目すべきは、覚典らの四条家から隆弁(
一二〇八～八三、隆房の子)
が出ていることである。宝治合戦で
北
条
時
頼
の
絶
大
な
信
頼
を
獲
得
し
た
隆
弁
は
終
身
の
鶴
岡
八
幡
宮
別
当
と
な
り、
⽛隆
弁
の
時
代⽜と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
東
国
仏
教
界
で大きな力を振るった。恐らく覚典は隆弁の後押しによって、覚海の補処 なったのであろう(
⽝血脈類集記⽞
〈⽝真言
宗
全
書⽞三
九
巻
二
七
一
頁〉
、⽝尊
卑
分
脈⽞第
二
篇
三
六
五
頁、
⽝贈
僧
正
宥
範
発
心
求
法
縁
起⽞
〈⽝大
日
本
史
料⽞第
六
編
一
六、
(88) 299
六
三
三
頁〉
)。な
お、妙
静
上
人
宥
祥
に
つ
い
て
は、櫛
田
良
洪⽛伊
豆
教
学
の
勃
興⽜(
同⽝真
言
密
教
成
立
過
程
の
研
究⽞山
喜
房
仏書林、一九六四年)
を、隆弁については拙稿⽛鎌倉仏教の成立と展開⽜(
同⽝鎌倉仏教と専修念仏⽞
)を参照されたい。
(
82)⽝渋川系図⽞(
⽝続群書類従⽞第五輯上、四二〇頁)
、⽛伊豆国密厳院院務次第⽜(
⽝醍醐寺文書⽞二九四一号)
(
83)⽝吾
妻
鏡⽞治
承
四
年
十
月
十
一
日
条
・
十
二
日
条、寿
永
元
年
八
月
十
二
日
条、文
治
元
年
八
月
二
十
日
条
・
三
十
日
条、九
月
三
日条、文治五年七月十八日条、八月八日条、建久三年十二月十一日条・二十九日条、
⽝源威集⽞(
平凡社東洋文庫、一
八
六
頁)
。な
お、
⽝吾
妻
鏡⽞文
治
四
年
二
月
二
十
三
日
条
お
よ
び
同
三
月
二
日
条
に
よ
れ
ば
、⽛専
光
房
覚
淵⽜が、瘧
病
を
患
っ
た
源範頼を加持したところ、その⽛効験⽜によって忽ち平癒し、頼朝がそれをたたえて⽛専光房⽜に馬を贈ったという。しかし、
⽛専光房⽜は良暹の房号であり、覚淵は文
陽房であるため、
⽛専光房覚淵⽜なる記載はありえない。ここにみ
える⽛専光房覚淵⽜が良暹を指すのか、それとも覚淵のことなのか、判断がむずかしいが、内乱後に頼朝から鎌倉に呼
ば
れたのは、良暹が圧倒的に多い。そのことからして、
⽛専光房覚淵⽜は⽛専光房良暹⽜の誤記と考えておきたい。
なお、加藤功⽛伊豆走湯山良暹と鶴岡別当職⽜(
⽝政治経済史学⽞一〇〇号、一九七四年)
を参照。
(
84)
源延については、納富常天⽛三浦義村の迎講と伊豆山源延⽜(
同⽝金沢文庫資料の研究⽞法蔵館、一九八二年)
、三
田全信⽛伊豆山源延とその浄土教 (
同⽝浄土宗史の新研究⽞隆文館、一九七一年)
、菊地勇次郎⽛伊豆山の浄ẃ房源
延⽜
⽛伊
豆
山
の
浄
ẃ
房
源
延
補
考⽜(
同⽝源
空
と
そ
の
門
下⽞法
蔵
館、一
九
八
五
年)
、加
藤
宥
雄⽛源
延
資
料
の
追
跡⽜(
⽝金
沢
文
庫
研
究⽞一
八
巻
一
二
号、一
九
七
二
年)
を
参
照。源
延
が
加
藤
景
員
の
子
で
あ
る
こ
と
は、網
野
善
彦
氏
が
紹
介
し
た⽛加
藤
遠
山
系
図⽜に
よ
っ
て
確
定
し
た
(同⽛
⽛加
藤
遠
山
系
図⽜に
つ
い
て⽜
〈小
川
信
編⽝中
世
古
文
書
の
世
界⽞吉
川
弘
文
館、一
九
九
一
年〉
)。な
お
先
行
研
究
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が、源
延
は
台
密
だ
け
で
な
く、醍
醐
三
宝
院
成
賢
よ
り
小
野
流
を
重
受
し
て
い
る
(⽝遍智院僧正入壇資⽞
〈⽝続群書類従⽞第二六輯上、四〇二頁〉
)。
(
85)⽝吾妻鏡⽞建暦三年三月二十三日条、貞応三年六月二十二日条、八月八日条、安貞三年二月二十一日条
(
86)⽛走湯山上下諸堂目安⽜(
東京大学史料編纂所謄写本)
、⽝吾妻鏡⽞安貞三年二月十一日条
(
87)⽝吾
妻
鏡⽞建
久
四
年
三
月
十
三
日
条。今
の
と
こ
ろ、こ
の
記
事
が
良
暹
に
関
す
る
最
下
限
の
事
蹟
で
あ
る。な
お、宿
老
一
〇
名
鎌倉真言派の成立
(89)298
の
う
ち、賢
祐
に
つ
い
て
は
遠
藤
巌⽛平
泉
惣
別
当
譜
考⽜(
⽝国
史
談
話
会
雑
誌⽞一
七
号、一
九
七
四
年)
を
参
照。こ
の
ほ
か、義
慶は鶴岡八幡宮供僧一和尚であり、求仏房恵奘は後述するように、安居院澄憲の真弟であり、慈円の弟子である。残念ながら、慈仁法眼については経歴が判明しなかった。
(
88)⽝吾
妻
鏡⽞寛
元
二
年
正
月
十
一
日
条
で、白
虹
貫
日
の
た
め
の
祈
禱
と
し
て⽛伊
豆
・
箱
根〈已
上
本
地
供、各
別
当
参
籠、供
料
為
𥿜𥿜政
所
沙
汰
𥾀𥾀可
𥿜𥿜下
行
𥾀𥾀云々〉
⽜と
あ
る
の
が、鎌
倉
前
中
期
に
走
湯
山
別
当
に
触
れ
た
唯
一
の
史
料
で
あ
る。こ
れ
は、箱
根
山
別
当に引きずられて⽛各別当⽜と一括されたと思われる。
(
89)⽝吾妻鏡⽞治承四年八月二十四日条、治承五年三月一日条、建久四年六月十八日条、延応元年三月二十九日条
(
90)⽝吾妻鏡⽞治承四年十月十一日条、文治五年七月十八日条、建久三年十二月十一日条
(
91)⽝沙石集⽞一〇本ᴷ一(
日本古典文学大系、三九六頁)
(
92)⽝鎌倉遺文⽞一六
五九号。なお、
⽝訳注日本史料
寺院法⽞五四七頁を参照。
(
93)
康永三年(
一三四四)
に聖覚の子孫である憲守と、青ẃ院との間で⽛山門東塔南谷桜本房同坊領⽜をめぐって相論し
て
お
り
(⽝大
日
本
史
料⽞第
六
編
八、一
五
二
頁)
、こ
れ
が⽛桜
下
門
跡⽜で
あ
ろ
う。坊
領
を
め
ぐ
っ
て
本
家
・
領
家
間
相
論
が
行
われ いることは、桜下門跡領が、なおある程度の実体があったことを物語っている。桜下門跡の創始者は源恵である。元
永
二
年
(一
一
一
九)
待
賢
門
院
の
御
産
(崇
徳
天
皇
誕
生)
祈
禱
を
記
し
た⽝中
宮
御
産
部
類
記⽞に
よ
れ
ば
、請
僧
の
一
人
に
⽛源
恵〈桜
下
阿
闍
梨〉
⽜と
見
え
(⽝群
書
類
従⽞第
二
九
輯
六
四
九
頁)
、⽝尊
卑
分
脈⽞第
二
篇
一
二
〇
頁
は
源
恵
を⽛山、法
性
寺
座主、号桜法印⽜と記している。以上からして、源恵の門流を桜下門跡と呼んだと思われる。この源恵 、白河院の近臣として著名な藤原為房(
一〇四九ᴷ一一一五)
の子で、兄弟には葉室顕隆や藤原為隆・重隆・朝隆・親隆などがい
る
。初
代
の
青
ẃ
院
門
首
で
あ
る
行
玄
が、保
延
四
年
(一
一
三
八)
に
天
台
座
主
と
し
て
拝
堂
登
山
し
た
時
に
は、
⽛源
恵
律
師⽜が
禄
物
を
授
け
る
役
を
し
て
い
る
し
(⽝門
葉
記⽞巻
一
八
四〈
⽝大
正
新
脩
大
蔵
経
図
像
部⽞第
一
二
巻
六
六
八
頁〉
)、⽝法
性
寺
座
主
次
第⽞によれ
ば
、⽛源恵〈律師越𥿜𥿜
七人𩻄𩻄為房子、保延四十二十九〉
⽜とある(
⽝門葉記⽞巻一四六〈
⽝同⽞第一二巻三九二
頁〉
)。行玄の後任として七人を超越して保延四年(
一一三八)
に法性寺座主に任じられており、源恵は青ẃ院の門徒と
(90) 297
考えてよいだろう。源恵の桜下門跡は、藤原為房およびその子弟の政治力を背景に、多数の末寺荘園を擁する門跡に成長したが、源恵自身は永治二年(
一一四二)
四月に死没している(
⽝本朝世紀⽞永治二年四月二十一日条)
。
(
94)
天福二年八月日青ẃ院慈源所領注文(
⽝鎌倉遺文⽞四六八七号)
(
95)
求仏房については、
⽛師資相承血脈⽜乾四七紙(
慈円の項、東京大学史料編纂所蔵、四一一六ᴷ三〇)
、⽝尊卑分脈⽞
第
二
篇
四
九
三
頁、
⽝門
葉
記⽞巻
一
二
八
(⽝大
正
新
脩
大
蔵
経
図
像
部⽞第
一
二
巻
二
四
〇
頁)
、⽝吾
妻
鏡⽞建
久
四
年
三
月
十
三
日条、嘉禄二年六月十三日条、寛喜三年七月十一日条などを参照。
(
96)⽝善
光
寺
縁
起⽞(
⽝続
群
書
類
従⽞第
二
八
輯
上、一
八
七
頁)
、⽛走
湯
山
上
下
諸
堂
目
安⽜(
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
謄
写
本)
、三
田全信⽛伊豆山源延とその浄土教⽜(
同⽝浄土宗史の新研究⽞
)
(
97)
角川源義⽝語り物文芸の発生⽞二一一頁・四六九頁(
東京堂出版、一九七五
年)
(
98)⽝野
沢
血
脈
集⽞(
⽝真
言
宗
全
書⽞三
九
巻
三
八
九
頁)
、⽝密
宗
血
脈
鈔⽞(
⽝続
真
言
宗
全
書⽞二
五
巻
三
六
四
頁)
。な
お、
⽝静
岡
県史
通史編⽞二ᴷ一九八頁は、
⽛伊豆別当職⽜を密厳院別当職と解しているが、賛成できない。
〔追記〕本稿は平成二十九年度科学研究費助成⽛鎌倉真言派の基礎的研究に基づく鎌倉幕府像の再構築⽜(
課題番号二六三
七
〇
七
六
五)
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る。史
料
蒐
集
で
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
伴
瀬
明
美
氏
の
お
世
話
に
な
っ
た。成
稿
に
際
しては田辺旬氏より助言をいただいた。あつく感謝したい。
鎌倉真言派の成立
(91)296
白(92) 295
